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本日の内容

１．水の高度処理プロセス

再生水利用

２．汚泥の高度脱水プロセス

固形燃料化
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廃水の高度処理・循環利用システム

4
再生水の利用（生活用水、親水用水、環境用水など）

エネルギー

液体分の処理 固形残渣の処理

溶解性窒素成分と難分解性色度成分の
高速・高度除去

バクテリア、ウイルスなどの懸濁微粒子
の高速除去

高度処理水

液体分

固形残渣

生活廃水

住宅等

固形残渣液体分

簡単な固液分離
（既往の技術で対応可）

ハイブリッド型微生物処理技術

膜分離技術

水素・メタンの高効率生産とそれに伴う
固形残渣の減量

固形残渣の水素・メタン発酵技術

再生水の利用（生活用水、親水用水、環境用水など）
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（既往の技術で対応可）

ハイブリッド型微生物処理技術

膜分離技術

水素・メタンの高効率生産とそれに伴う
固形残渣の減量

固形残渣の水素・メタン発酵技術



微生物の特殊機能の利用
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食品・菌・酵素を有効活用する難分解性廃水の膜利用型高度処理プロセス
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分解酵素の産生（食品廃棄物（廃糖蜜）の有効活用）

原液 培養液添加後
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酵素メンブレンリアクター

・ 酵素の有効活用 ⇒ 分離膜（限外濾過膜）による動的固定

・ 酵素による汚染水の連続処理を想定
⇒ CSTR（連続流撹拌槽型反応器）

メンブレンリアクター
膜による
・分解酵素（高分子）の維持
・環境汚染物（低分子）分解物の透過

膜

無害化された
分解物

環境
汚染物

分解酵素



処理性能の安定性・脱色率推算法の有用性を確認
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酵素メンブレンリアクターによる染料脱色挙動



Michaelis - Menten式
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処理性能（染料脱色率）の推算



生理活性物質
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余剰菌の圧搾脱水

搾液：血圧降下作用（ACE阻害活性）

抗酸化作用（SOD活性）

脱水ケーク：抗腫瘍活性物質
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T. versicolor

高圧による高度な減量化・生理活性物質の回収



本日の内容

１．水の高度処理プロセス

再生水利用

２．汚泥の高度脱水プロセス

固形燃料化
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曝気槽

ブロワー

処理水

余剰汚泥

最終沈殿地

返送汚泥

塩素消毒

最初沈殿地

廃水

生汚泥

活性汚泥法

標準活性汚泥法
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・濃縮
・脱水
・乾燥
・焼却
・コンポスト
・消化（メタンガスの回収）

埋立処分

汚泥減容化

再資源化

機械的脱水
最も省エネルギー的操作

現状技術

脱水速度
脱水度（含水率）

不十分



現状プロセスの限界
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現状プロセス（凝集剤を用いた高圧脱水）
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汚泥脱水プロセスの提案

従来技術
含水率 80wt%前後

微生物細胞内水分
60~70 wt%

細胞内水分も除去する
脱水技術の開発

最新技術
含水率 60~70wt%



可逆凝集・超高圧脱水プロセス
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透水によるフロックの崩壊
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低圧脱水操作
（濾過工程）

超高圧脱水操作
（圧密工程）

搾出液 搾出液

脱水圧
(0.1~0.5 MPa)

脱水圧
(5~20 MPa)

フロックの形成

高速脱水
(自由水の迅速な除去）

高速・高度脱水
(束縛水の除去による含水率低減）

凝集過程

汚泥

濾材

脱水ケーク

濾材

束縛水の自由水化

フロックの崩壊

破砕操作
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破砕・超高圧脱水プロセス



まとめ

19

１．水の高度処理プロセス

酵素メンブレンリアクターによる環境汚染物の連続処理
を実現
食品廃棄物を有効活用する分解酵素産生法を確立
余剰菌の高度脱水と生理活性物質の回収を実現

２．汚泥の高度脱水プロセス

可逆凝集を利用した超高圧脱水により極低含水率を実現
破砕操作導入による新規手法を検討中
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